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研究成果の概要 

企業と Lung stress mappingアプリの開発を行った。豚正常肺及び肺傷害モデル作成後、胸膜圧センサー

を腹側・中間側・背側 3か所留置し、それぞれの箇所での lung stressを測定した。Lung stress mapping

で計測した値との一致性・相関性を確認した。 
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